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C O N T E N T S

専門学校で二級建築士の資格を取得

後、昨年4月に就職。

「1年経ちましたが、まだまだおぼえ

ることがたくさんあって大変。はやく

一人前になって組合に貢献したいです」

と仕事に励む。

設計室で上司の下、アシスタント業務

を行う。「建具表をつくったり、法規チ

ェックをしたり、足手まといにならな

いようにがんばらないと。いつか自分

で住宅の設計をすることが夢なんです。

伯父も父も建築関係の仕事をしていて、

小さい頃からその姿をみていたらいつ

の間にかこの道を選んでいました」。

趣味はスノーボード。「もうシーズン

は終わってしまいましたが、新潟の雪

は最高でした。サラサラで気持ちよか

ったな…」。他にもバレーボールやテニ

スとスポーツ万能な池田さん。さらに

バイクの中型免許も持っているそうで

「実家に帰ったとき父のを借りて乗りま

す。この季節は気持ちいですね。私ス

リルがあることが好きなんです」。ケガ

には気をつけてくださいね。

池田彩佳さん

企業組合針谷建築事務所
（静岡市駿河区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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団塊世代市場に向けた
中小企業の新たな取組み

戦後のベビーブーム時に誕生し、わが国の高度経済成長とともに歩んできた「団塊の世代」。

60歳を迎えた今、活発で独自の価値観をもつ生活者として「アクティブシニア」とも呼ばれ、新たな消費を創り出す大

きなマーケットとしての期待も高まっている。

特集では、昨年度、本会が実施した地域産業実態調査の結果をもとに、団塊世代の実態やニーズを明らかにするととも

に、企業や連携組織による団塊世代向けの新たなビジネスや取り組みを紹介する。

「
団
塊
の
世
代
」
と
は
、
昭
和
二
二
（
一
九
四

七
）
年
か
ら
二
四
（
一
九
四
九
）
年
の
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
に
生
ま
れ
た
世
代
を
指
し
、
作
家
の
堺
屋
太

一
氏
が
一
九
七
六
年
に
同
名
の
小
説
を
発
刊
し
た

こ
と
か
ら
、
世
の
中
に
広
ま
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

平
成
一
八
年
一
〇
月
現
在
の
人
口
で
約
六
七
七

万
人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
約
五.

三
％
と
、

人
口
構
成
上
、
大
き
な
集
団
で
あ
る
（
図
表
①
）。

こ
の
世
代
が
六
五
歳
を
迎
え
る
二
〇
一
二
年
以

降
、
高
齢
者
比
率
（
総
人
口
に
占
め
る
六
五
歳
以

上
の
割
合
）
は
大
き
く
上
昇
し
、
二
〇
一
三
年
に

二
五.

二
％
、
二
〇
三
五
年
に
は
三
三.

七
％
と
国
民

の
三
人
に
一
人
は
高
齢
者
と
な
る
。

こ
う
し
た
急
速
に
進
む
高
齢
化
の
中
、
大
き
な

ボ
リ
ュ
ー
ム
を
持
つ
団
塊
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
、
社
会
の
様
々
な
場
面
で
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）消
費
す
る
こ
と
を
楽
し
む

戦
後
生
ま
れ
の
団
塊
世
代
は
、「
昭
和
ひ
と
ケ
タ

世
代
」
や
「
戦
中
派
」
と
は
、
子
供
の
頃
か
ら
体

験
し
た
モ
ノ
や
文
化
が
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、

高
度
経
済
成
長
の
真
っ
た
だ
中
に
育
っ
た
た
め
、

テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
消
費
文
化
の
恩

恵
を
ま
と
も
に
受
け
て
き
た
。
そ
の
意
味
で

消

費
す
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
肌
で
感
じ
、
新
し
い

モ
ノ
に
対
し
て
も
好
奇
心
を
も
っ
て
受
け
入
れ
て

い
く
素
地
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

電
通
の
調
査
で
は
、
団
塊
世
代
の
五
三
％
が
、

上
の
世
代
と
「
違
い
あ
り
」
と
回
答
。
そ
の
違
い

と
し
て
「
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
が
使
え
る
」、

「
夫
婦
で
買
い
物
や
食
事
に
出
か
け
る
こ
と
が
恥
ず

か
し
く
な
い
」、「
好
き
な
も
の
に
思
い
切
っ
て
お

金
を
使
う
」、「
子
供
に
資
産
を
残
す
よ
り
、
自
分

の
た
め
に
使
う
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

（
２
）仕
事
に
対
す
る
強
い
自
負
心

団
塊
世
代
の
先
頭
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
一
九
四
七

年
生
ま
れ
の
男
性
が
、
誇
ら
し
く
思
う
こ
と
に
挙

げ
る
の
は
「
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
」、「
競
争

し
て
き
た
」、「
が
ん
ば
っ
て
き
た
」。
合
わ
せ
る
と

六
五
％
（
電
通
調
査
）
に
上
る
。
大
多
数
の
団
塊

世
代
が
、「
が
ん
ば
り
、
競
争
し
、
日
本
の
高
度
成

長
経
済
を
支
え
て
き
た
こ
と
」
こ
そ
、
自
ら
の
世

代
の
誇
り
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３
）生
涯
現
役
の
意
識

数
年
前
、
一
九
四
七
年
生
ま
れ
が
六
〇
歳
を
迎

え
る
二
〇
〇
七
年
に
、
団
塊
世
代
が
一
斉
に
退
職

す
る
「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
が
お
こ
る
と
喧
伝
さ

れ
て
い
た
が
、
現
在
、
六
〇
歳
で
退
職
す
る
人
は

“

”

地域産業実態調査にみる

特集

団
塊
世
代
の
規
模
と
特
徴

団
塊
世
代 

団
塊
世
代 

男 女 

図表①　2010年の人口ピラミッド 団
塊
世
代
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
高
齢
化
の
進
展

団
塊
世
代
の
一
般
的
な
特
徴
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半
数
に
も
満
た
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
、
定
年
の
制
度
的
延
長

に
よ
り
、
継
続
勤
務
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
六
月
、
改
正
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
、
雇
用
を
延
長
す
る

年
齢
は
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
六
二
歳
ま
で
と
な
り
、

そ
の
後
も
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
最
終
的

（
二
〇
一
三
年
度
）
に
は
六
五
歳
ま
で
の
雇
用
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
〇
七
年
以
降
、
団

塊
世
代
が
次
々
に
六
〇
歳
を
迎
え
て
も
、
即
リ
タ

イ
ア
に
は
な
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
現
役
で
い
た
い

と
思
う
人
が
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
調
査
に

よ
る
と
、
自
己
の
技
能
や
技
術
を
後
継
者
に
伝
達

す
べ
き
、
と
の
回
答
が
六
割
を
超
え
る
な
ど
、
技

能
に
対
す
る
自
信
、
技
能
継
承
へ
の
意
識
は
高
い
。

本
会
で
は
、
県
内
に
住
む
団
塊
世
代
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
平
成
二
〇
年

一
一
月
に
企
業
の
従
業
員
や
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
等
の
会
員
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
配
布
数
は
五
〇
〇
通
、
回
答
は
一
七
一
通

（
回
答
率
三
四.

二
％
）
で
あ
っ
た
。

回
答
者
の
四
八
％
が
五
九
〜
六
一
歳
の
団
塊
の

世
代
。
五
八
歳
以
下
は
四
二.

七
％
、
六
二
歳
以
上

は
六.

四
％
。
性
別
は
男
性
四
九.

一
％
、
女
性
四

九.

七
％
と
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

職
業
を
年
齢
区
分
別
に
見
る
と
、
団
塊
の
世
代

は
、「
会
社
員
・
公
務
員
」
が
三
八.

三
％
で
最
も

多
く
、「
家
事
専
従
」（
一
六.

〇
％
）
が
続
い
た
。

ま
た
、
五
八
歳
以
下
で
は
約
九
二
％
が
、
団
塊
世
代

で
も
約
七
五
％
が
何
ら
か
の
職
業
に
つ
い
て
い
る
。

世
帯
構
成
は
、「
夫
婦
の
み
」
が
三
二.

七
％
で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
親
と
同
居
」（
二
五.

七
％
）、

「
三
世
代
同
居
」（
一
七.

〇
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
今
後
の
生
活
で
何
を
生
き
が
い
に
す
る
か
」
に

つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
仕
事
以
外
」
が

三
九.

八
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
仕
事
以
外
」

（
二
九.

八
％
）
が
続
く
な
ど
、
七
割
近
く
で
仕
事

以
外
を
生
き
が
い
に
し
た
い
と
回
答
し
た
。
な
お

団
塊
世
代
で
は
、
仕
事
を
生
き
が
い
に
し
て
い
き

た
い
と
の
回
答
が
他
世
代
よ
り
多
い
（
図
表
②
）。

「
現
在
の
仕
事
を
あ
と
何
年
く
ら
い
続
け
る
か
」

に
対
す
る
回
答
を
年
齢
区
分
別
に
み
る
と
、
団
塊

世
代
で
は
、「
五
年
以
上
」
と
す
る
人
が
三
四.

九
％
で
最
も
多
く
、
身
体
が
続
く
う
ち
は
働
き
た

い
と
考
え
て
い
る
表
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
現
在
の
仕
事
を
や
め
た
後
も
仕
事
を
続
け
た
い

か
」は
、団
塊
世
代
の
過
半
数
に
あ
た
る
五
三.

二
％

が
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

「
現
在
の
仕
事
を
や
め
た
後
も
仕
事
を
続
け
た

い
」
と
の
回
答
者
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で

働
き
た
い
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
団
塊
の
世
代
で

は
「
今
ま
で
の
会
社
で
、
定
年
延
長
な
ど
で
働
く
」

と
す
る
回
答
が
三
八.

七
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
一

方
、
五
八
歳
以
下
で
は
、「
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、
短
時
間
ま
た
は
短
期
間
で
働
く
」
が
三
三.

三
％
で
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、
団
塊
世
代
は
現
在

の
会
社
で
継
続
的
に
働
き
た
い
と
の
意
識
が
強
い
。

「
今
後
活
用
し
た
い
経
験
や
知
識
、
能
力
」
は
、

団
塊
世
代
で
は
、「
友
人
・
知
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
一
五.

九
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
製

造
に
関
す
る
技
能
・
技
術
」、「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
技
能
・
技
術
」
が
と
も
に
一
一.

〇
％
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
や
知
識
等
を
幅
広
く
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
表
③
）。

組合活性化情報

仕事 
どちらかといえば仕事 
どちらかといえば仕事以外 
仕事以外 

8.5%

0.0%

11.1%
20.0%

16.9%

21.0%

35.8%

47.9%

26.8%32.1%

50.0%

30.0%

内側：～58歳 

外側：62歳～ 
中側：59～61歳 

図表②　今後の生きがい
（年齢区分別）
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・
知
人
と
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
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製
造
に
関
す
る 

技
能
・
技
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接
客
・
サ
ー
ビ
ス
に 

関
す
る
技
能
・
技
術 

各
種
資
格 

経
理
、
人
事
、
法
務 

な
ど
の
知
識 

語
学
力 

そ
の
他 

0
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図表③　今後活用したい経験や知識、能力など
（年齢区分別）（複数回答）

回
答
者
の
属
性

仕
事
に
つ
い
て

「
団
塊
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す

る
意
識
調
査
」
の
結
果
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①
日
常
の
生
活
費
以
外
に
お
金
を
か
け
た
い
こ
と

団
塊
の
世
代
で
は
、「
海
外
旅
行
」（
五
三.

七
％
）、

「
国
内
旅
行
、
短
期
滞
在
、
移
住
等
」（
四
八.

八
％
）

と
旅
行
関
連
が
上
位
を
占
め
、
次
い
で
「
レ
ジ
ャ

ー
・
ス
ポ
ー
ツ
」（
三
五.

六
％
）、「
習
い
事
、
語

学
、
資
格
の
取
得
」（
二
九.

三
％
）
が
続
く
。

五
八
歳
以
下
で
は
、「
新
築
・
増
改
築
等
」
に
お

金
を
か
け
た
い
と
す
る
回
答
が
比
較
的
多
い
。

ま
た
、
団
塊
世
代
で
は
、「
習
い
事
、
語
学
、
資

格
の
取
得
」
や
「
衣
服
、
お
し
ゃ
れ
関
連
」
に
関

す
る
回
答
が
高
く
、
自
分
自
身
に
お
金
を
投
資
す

る
傾
向
が
強
い
（
図
表
⑤
）。

男
女
別
で
は
、「
海
外
旅
行
」
が
女
性
五
八.

八
％
に
対
し
男
性
三
四.

五
％
、「
習
い
事
、
語
学
、

資
格
の
取
得
」
で
は
女
性
三
四.

一
％
に
対
し
男
性

二
一.

四
％
と
、
女
性
の
方
が
物
怖
じ
せ
ず
に
外
に

向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

「
今
後
行
っ
て
み
た
い
趣
味
」は
、
全
世
代
で「
旅

行
」が
最
多
。「
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
、
演
劇
鑑
賞
」、

「
庭
い
じ
り
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」、「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
散
歩
」が
続
い
た（
図
表
④
）。
男
女
別
で
は
、

「
旅
行
」や「
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
、
演
劇
鑑
賞
な

ど
」で
女
性
が
男
性
を
上
回
り
、
女
性
の
、
よ
り
積

極
的
に
趣
味
を
楽
し
も
う
と
い
う
姿
勢
が
み
え
る
。

「
趣
味
を
だ
れ
と
行
い
た
い
か
」
は
、「
夫
婦
で
」

が
七
三.

二
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
一
人
で
」

（
六
二.

二
％
）、「
今
ま
で
の
友
人
・
グ
ル
ー
プ
と
」

（
五
四.

九
％
）
の
順
。
男
女
別
で
は
、「
夫
婦
で
」

が
、
男
性
（
七
九.

八
％
）
が
女
性
（
六
〇.

〇
％
）
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
男
性
は
退

職
す
る
ま
で
は
、
特
定
の
趣
味
を
持
つ
こ
と
が
少

な
く
、
退
職
後
は
夫
婦
で
趣
味
を
楽
し
み
た
い
と

考
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
女
性
は
す
で
に
仲
間

で
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

②
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
上
で
重
視
す
る
こ
と

「
衣
」
関
連
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
際
し

て
重
視
す
る
こ
と
は
、
各
世
代
と
も
に
「
品
質
」

が
ト
ッ
プ
。
次
い
で
、「
価
格
」、「
シ
ン
プ
ル
で
使

い
や
す
い
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

「
食
」
関
連
で
は
、
全
世
代
で
、「
安
全
・
安
心
」

を
最
も
重
視
。「
品
質
」、「
価
格
」が
続
い
た
。

「
住
」
関
連
は
、
団
塊
の
世
代
で
は
、「
安
全
・

安
心
」、「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
が
と
も
に
四
五.

一
％
で
最
も
重
視
さ
れ
、「
シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す

い
」（
三
〇.

五
％
）
が
続
く
。
一
方
、
五
八
歳
以

下
の
世
代
で
は
、「
安
全
・
安
心
」
が
ト
ッ
プ
で
、

「
シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い
」、「
品
質
」
の
順
と
な

っ
て
お
り
、「
住
」
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の
際

は
、
団
塊
の
世
代
は
「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
レ
ジ
ャ
ー
」
関
連
で
は
、
団
塊
世
代
が
、「
価

格
」（
三
九.

〇
％
）、「
安
全
・
安
心
」（
二
五.

六
％
）、

「
勘
・
感
性
」（
二
二.

〇
％
）
の
順
で
あ
る
の
に
対

し
、
五
八
歳
以
下
の
世
代
で
は
、「
安
全
・
安
心
」

が
ト
ッ
プ
に
挙
が
っ
た
。

③
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
店
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に

収
集
し
て
い
る
か

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
店
情
報
の
収
集
先
と
し
て
、

団
塊
世
代
で
は
、「
新
聞
・
雑
誌
」
が
七
三.

二
％
と

最
も
多
く
、「
チ
ラ
シ
・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
」（
五

三.

七
％
）、「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
」（
四
八.

八
％
）の
順
。

一
方
、
五
八
歳
以
下
で
は
、「
口
コ
ミ
」、「
新
聞
・

雑
誌
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
団
塊
世
代
で
は
マ

ス
コ
ミ
情
報
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
（
図
表
⑥
）。

男
女
別
で
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
で
は
男
性

が
、「
口
コ
ミ
」
で
は
女
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
大
き

く
上
回
っ
た
。
男
性
が
独
力
で
情
報
を
収
集
す
る

海
外
旅
行 

国
内
旅
行
、
短
期
滞
在
・
移
住
等 

レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ 

習
い
事
、
語
学
、
資
格
の
取
得 

グ
ル
メ 

貯
蓄
、
株
な
ど
の
投
資 

衣
服
、
お
し
ゃ
れ
関
連 

新
築
、
増
改
築
等 

家
電
、
パ
ソ
コ
ン 

寄
付
な
ど
の
社
会
貢
献 

国
内
長
期
滞
在
・
移
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等 

事
業
の
開
業 

そ
の
他 

ペ
ッ
ト 
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図表⑤　生活費以外にお金をかけたいこと
（年齢区分別）（複数回答） 消

費
等
に
つ
い
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趣
味
等
に
つ
い
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旅
行 

庭
い
じ
り
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
散
歩 

そ
の
他
各
種
ス
ポ
ー
ツ 

コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
、
演
劇 

鑑
賞
な
ど 

芸
術
活
動 

（
音
楽
、
絵
画
な
ど
） 

写
真
撮
影
、
カ
メ
ラ 

車
・
ド
ラ
イ
ブ 

釣
り 

読
書 
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学 

創
作
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（
短
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、
俳
句
、
陶
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な
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） 

そ
の
他 
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図表④　今後行ってみたい趣味
（年齢区分別）（複数回答）
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5 中小企業静岡 2009.8

の
に
対
し
、
女
性
は
友
人
な
ど
他
か
ら
情
報
を
収

集
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
将
来
に
つ
い
て
不
安
に
感
じ
る
こ
と
」
は
、
団

塊
世
代
の
八
七.

八
％
が
「
自
分
と
家
族
の
健
康
」

を
挙
げ
、
次
い
で
「
介
護
を
含
め
た
医
療
体
制
」

（
五
六.

一
％
）、「
金
銭
面
」（
四
七.

六
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
団
塊
世
代
は
他
世
代
に
比
べ
、「
金
銭

面
」
や
「
介
護
を
含
め
た
医
療
体
制
」
な
ど
に
対
し

て
は
、
不
安
感
が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
（
図
表
⑦
）。

「
健
康
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
」
は
、
団
塊

世
代
で
は
「
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
」
が
五

八.

五
％
で
最
も
高
く
、「
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な

ど
」（
五
三.

七
％
）、「
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
」（
四

三.

九
％
）
が
続
い
た
。
五
八
歳
以
下
で
は
、「
ス
ト

レ
ス
を
た
め
な
い
」、「
ラ
ジ
オ
体
操
、
太
極
拳
な

ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
」
が
団
塊
世
代
よ
り
も
高
い
。

「
企
業
や
地
域
、
行
政
に
望
む
こ
と
」
は
、
団
塊

世
代
で
は
、「
仲
間
づ
く
り
の
場
や
機
会
の
提
供
」

（
五
一.

二
％
）
で
最
も
高
く
、
次
い
で
、「
地
域
貢

献
活
動
や
機
会
の
提
供
」（
四
七.

六
％
）、「
各
種

講
演
会
・
研
究
会
の
開
催
」（
二
五.

六
％
）
が
上

位
に
き
て
い
る
。
五
八
歳
以
下
で
は
、「
地
域
貢
献

活
動
や
機
会
の
提
供
」
が
最
も
高
い
（
図
表
⑧
）。

団
塊
の
世
代
は
、
他
の
世
代
に
比
べ
て
行
動
的

だ
が
、
そ
の
活
動
は
夫
婦
や
昔
か
ら
の
仲
間
が
中

心
で
あ
る
た
め
、
新
た
な
仲
間
づ
く
り
の
場
や
行

動
の
場
の
提
供
を
望
ん
で
い
る
こ
と
分
か
る
。

以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
基
に
、
団
塊
世

代
の
ニ
ー
ズ
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
三
点
と
な
る
。

第
一
は
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
「
知
識
・
経
験

を
生
か
し
た
い
」
と
い
う
点
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

身
体
が
続
く
う
ち

は
働
き
た
い

、

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
さ

ま
ざ
ま
な
知
識
や
経
験
等
を
幅
広
く
活
用
し
て
い

き
た
い

と
の
意
向
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
体
力
的
に
は
現
役
世
代
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
と
い
う
意
識
に
加
え
、
年
金
受
給
ま

で
四
〜
五
年
あ
る
、
な
ど
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、「
夫
婦
の
き
ず
な
や
仲
間
づ
く
り
」
を

重
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

友
人
・
知
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

た
い

、

夫
婦
で
趣
味
を
楽
し
み
た
い

と
の

回
答
が
多
く
、
自
由
意
見
に
も
、

友
人
を
た
く

さ
ん
作
り
た
い

、

仲
間
づ
く
り
の
場
や
地
域

貢
献
活
動
の
場
が
欲
し
い

な
ど
の
意
見
が
多
数

み
ら
れ
た
。

第
三
は
、「
楽
し
く
年
を
と
る
」
こ
と
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

一
人
で
持
つ
趣
味
以
外

に
、
配
偶
者
や
旧
友
な
ど
気
の
お
け
な
い
人
と
趣

味
を
楽
し
み
た
い

、

自
分
自
身
に
お
金
を
投

資
す
る

な
ど
の
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
大
切
に
し
た
い
こ
と
に

健
康

を
挙

げ
る
人
が
極
め
て
多
い
。
こ
れ
ら
か
ら
、
夫
婦
や

仲
間
と
と
も
に
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
残

り
の
人
生
を
楽
し
く
健
康
に
過
ご
し
た
い
と
感
じ

て
い
る
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

“

”

“

”

“

”
“

”

“

”

“

”
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”
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友
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、
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他 
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図表⑥　商品・サービス・店情報の収集先
（年齢区分別）（複数回答）
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介
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仲
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図表⑧　企業や地域、行政に望むこと（年齢区分別）（複数回答）

図表⑦　将来について不安に感じること（年齢区分別）（複数回答）

将
来
の
不
安
等
に
つ
い
て

団
塊
世
代
の
ニ
ー
ズ
と
団
塊
ビ
ジ
ネ
ス
例

ア
ン
ケ
ー
ト
等
か
ら
み
た
団
塊
世
代
の
ニ
ー
ズ
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6中小企業静岡 2009.8

（
１
）団
塊
世
代
市
場
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
例

人
口
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
持
ち
、
他
の
世
代
と
比

べ
ア
ク
テ
ィ
ブ
と
さ
れ
る
団
塊
世
代
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

団
塊
世
代
の
ニ
ー
ズ
や
静
岡
県
の
地
域
資
源
、

今
後
の
社
会
経
済
環
境
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
た

事
業
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。

例
①
空
港
就
航
先
の
移
住
体
験
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス

富
士
山
静
岡
空
港
の
就
航
先
で
あ
る
、
北
海
道
、

や
石
川
、
福
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
沖
縄
な
ど
の

団
塊
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
静
岡
県
へ
の
移

住
体
験
、
定
住
を
促
す
。
ま
た
、
移
住
・
定
住
促

進
事
業
に
派
生
す
る
不
動
産
、
ホ
テ
ル
、
観
光
、

家
具
、
運
送
な
ど
、
多
業
種
が
連
携
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
、
い
つ

で
も
帰
る
こ
と
が
可
能
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
た
め
、
交
流
人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
。

例
②
会
員
制
の
体
験
型
観
光
旅
行

対
象
を
団
塊
世
代
前
後
に
限
定
し
た
会
員
制
の

パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
企
画
。
会
員
に
は
月
刊
誌
な
ど

で
、
ツ
ア
ー
の
企
画
内
容
を
紹
介
す
る
。

ツ
ア
ー
に
は
、
団
塊
世
代
が
好
む

こ
だ
わ

り

や

う
ん
ち
く

を
取
り
入
れ
、「
ど
こ
に
行

く
か
」
だ
け
で
な
く
、「
そ
こ
で
何
を
す
る
の
か
」

を
明
瞭
に
し
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
、
学
習
意
欲
を
そ

そ
る
「
大
人
の
修
学
旅
行
」
や
過
去
の
思
い
出
に

回
帰
さ
せ
る
「
追
憶
旅
行
」
な
ど
、
イ
ン
パ
ク
ト

か
つ
目
的
が
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
。

そ
の
他

団
塊
世
代
向
け
の
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
機

関
に
、
核
と
な
る
人
物
（
キ
ー
マ
ン
）
を
置
き
、

団
塊
世
代
と
の
意
見
交
換
を
定
期
的
に
実
施
。
団

“

”

“

”

以
上
の
ニ
ー
ズ
か
ら
、
団
塊
世
代
市
場
を
ど
う

捉
え
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

た
と
え
ば
、「
知
識
・
経
験
を
生
か
し
た
い
」
と
、

「
夫
婦
の
き
ず
な
・
仲
間
づ
く
り
」
と
い
う
ニ
ー
ズ

を
重
ね
る
と（
図
表
⑨
の
Ａ
の
部
分
）、「
仲
間
と
一

緒
に
、
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
地
域
に
貢
献
し

た
い
」、「
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
た
い
」

な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、「
夫
婦
の
き

ず
な
・
仲
間
づ
く
り
」
と
「
楽
し
く
年
を
と
る
」

（
図
表
⑨
の
Ｂ
の
部
分
）
で
は
「
夫
婦
で
共
通
の
趣

味
を
楽
し
み
た
い
」、「
楽
し
く
年
を
と
る
」
と

「
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
い
」
か
ら
は
（
図
表
⑨

の
Ｃ
の
部
分
）、「
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
、
充

実
し
た
余
生
を
送
り
た
い
」
が
浮
か
ぶ
。

こ
う
し
た
点
か
ら
団
塊
世
代
市
場
を
考
え
る
と
、

①
団
塊
世
代
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
し
て

捉
え
る
②
団
塊
世
代
を
働
き
手
と
し
て
捉
え
る
、

と
い
う
二
つ
の
見
方
が
で
き
る
。

塊
世
代
が
求
め
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
研
究
す
る
。

中
小
企
業
と
組
合
組
織
な
ど
の
連
携
の
あ
り
方

団
塊
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
生
か
す
上
で
、
い
か
に
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
る
か
が
重
要
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
移
住
ニ
ー
ズ
を
持
つ
団
塊
世
代
を
、

実
際
に
移
住
に
ま
で
結
び
つ
け
る
場
合
、
遠
方
に

住
む
た
め
顕
在
化
さ
れ
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
を
ど
う

把
握
す
る
か
、
移
住
先
に
対
す
る
細
か
な
要
望
を

ど
う
把
握
し
応
え
て
い
く
か
な
ど
は
容
易
で
は
な

い
。
こ
う
し
た
場
合
に
、
一
企
業
や
一
自
治
体
だ

け
で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
関
連
す
る
企
業
と

自
治
体
、
ま
た
は
企
業
同
士
、
自
治
体
同
士
が
連

携
し
、
情
報
発
信
力
・
収
集
力
な
ど
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
、
極
め
て
有
効
と
な
る
（
図
表
⑩
）。

団
塊
世
代
市
場
の
捉
え
方

1. 知識・経験を 
生かしたい 

2. 夫婦のきずな・ 
仲間づくり 

1. 団塊世代を商品・サービスの対象として捉える 
2. 団塊世代を働き手として捉える 

3. 楽しく年をとる 

A C

B

団塊世代市場の捉え方 

図表⑨　団塊世代のニーズと市場

 

団 

塊 

世 

代 

団 

塊 

世 

代 

行 政 民 間 連携･補完 

ニーズの把握・顕在化 

ニーズの把握や、サービスの提供が 
効率的に推進できない 

サービスの提供 

団 塊 世 代 

図表⑩ 行政と民間の連携などにより、団塊世代のニーズを取り込む
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組合活性化情報

団塊世代を商品やサービスの対象とするビジネス

■大人の体験学校「トゥモローカレッジ」
教育プログラムの開発を手がける「トゥモローカレッジ」では、
団塊世代を対象に個性的な英会話の授業を行っている。
例えば、“英語を使ったジャズライブ”は、徳川慶喜の屋敷跡

に併設されたライブハウスでジャズを楽しみながら、外国人歌手
と会話をしたり、英語の歌詞を聴いたりして、本場の感覚を日本
で味わうことができる。そのほかにも、“英語で学ぶ絵画講座”、
“旅英語”など、楽しみながら身につく企画が多数行われている。
英会話の他にも、退職後の年金や貯蓄、不動産などの活用

方法を解説し、余裕のある人生設計の策定を後押しする、“資
産ノウハウ講座”も開催する。
さらに、プロのゴルフ選手と、コースを回りながら指導を受

けられる“健康ゴルフレッスン”や旅行企画会社「海外体験の
すすめ」と提携し、オーストラリア旅行を企画するなど、セカン
ドライフをより深く楽しんでもらうための、独創的なカリキュラム
を提供している。

■暖快（だんかい）倶楽部
静岡市市民生活課では、市役所内に「暖快倶楽部」を設け、
団塊世代を中心に、セカンドライフを生き生きと過ごしてもらう
ための様々な取組みを行っている。
「団塊の本音トーク」（講演会）では、毎回、団塊層のゲストを招
き、その仕事観や人生観、遊び観などを通じて時代や社会現象
を考察。シティFM静岡で毎週月曜日に放送している「団塊痛快
ラジオ放送局」では、県内在住者をゲストに招き、団塊世代を中
心とするリスナーに、生き方や気づきのヒントを提供している。
また、Webサイト「十人十色」は、事務局からの一方的な情

報だけではなく、団塊世代をはじめとした多くの人にとっての
双方向の情報ステーションとして機能。同じくWebを利用した
「SNS痛快コミュニティ」とリンクし、情報を待つだけではなく、
個々人が自ら表現し、発信することで、交流が豊かになる仕掛
け作りがなされている。

■歌声喫茶・野菜塾
静岡朝日テレビカルチャーでは、団塊世代向けに様 な々カル
チャー講座を開催している。
中でも人気のあるものの一つが「歌声喫茶」。団塊世代にと

って青春時代を想起させるロシア民謡やカンツォーネ、懐かし
の歌謡曲など、およそ30年前の歌を生伴奏で、同世代の仲間
と肩を組み、大きな声で歌うことによって得られる熱気と一体
感が受けている。
「野菜塾」では、はじめて有機野菜づくりに挑戦する人を対
象に、全国的に有名な農場経営者が直接、畑で受講者に対し
て指導する。野菜を育てる楽しさと、美味しく食べる楽しみを
学びながら体験できる。
また、地域の生産者やエコツーリズムコーディネーターをゲ
ストに招き、農業の可能性を探るなど、農業や自然に高い関心
をもつ団塊世代からの評判は高い。

団塊世代を働き手とするビジネス

■ラバーズ・キッチン
「ラバーズ・キッチン」は、団塊世代女性の2グループ（「ネク
ステージ」、「さらだぼーる」）が企画する、28歳以上の独身男女
を対象としたイベントである。「家庭料理を作りながら運命の人
を見つけます」と銘打ち、スタッフの人脈を通じて申し込まれ
た独身の男女が、いっしょに料理を作りながら相手の人柄など
を観察し、結婚相手を探していくという仕掛けだ。
料理を作るという、きわめて日常的な行動をともに行うことで、互
いのことを早く理解できるという、経験を積んだ団塊世代ならでは
の斬新な発想がきっかけ。イベントでは、結婚暦30年以上の女性
スタッフが、人生の先輩としてアドバイスを与え、時には、会話に
加われない男性を、うまく会話に引き込むこともあるという。
イベント企画の背景には、昨今の晩婚化、未婚率の上昇を

憂うとともに「結婚して子供を産み育てることは、人として成長
できる」という考えがあり、若い世代を何とかしたいという団塊
世代の気概が感じられる。

■静岡市の「B級グルメ」のアピール
首都圏から見る静岡市は、「何でもあると言われるが、何が

あるのか分からない」といったイメージで捉えられ、インパクト
が弱い都市とされているようである。
静岡観光コンベンション協会では、2008年に首都圏のメディ
ア関係者約50人を対象に、観光プレゼンテーションを東京で開
催し、静岡市の魅力を売り込んだ。
「何でもよいから静岡市の印象を持ち帰ってもらおう」という
コンセプトのもと、団塊世代を中心とする静岡県民が、静岡お
でんやもつカレー、黒はんぺんフライなど静岡の「B級グルメ」
を紹介。認知度の向上に努めた。
この仕掛けにより、静岡市の食の面での懐の深さをPRする
とともに、自然や歴史などの観光資源もアピール。観光地とし
ての静岡を強く印象付けることに成功した。

■隣人祭り
「隣人祭り」とは、同じ地域の住民が食べ物や飲み物を持ち
合って語り合うパーティー。1999年にフランスで起きた高齢者
の孤独死をきっかけに、「近所のきずなを深めよう」と始まった
活動である。その後、高齢者の孤独や近隣に対する無関心な
どの世相を背景に、ヨーロッパから世界各地に伝播し、現在で
は30カ国近くに広がっている。
日本では、2008年5月に新宿で初めて開催。地域の住民や商
店街の店主らがテーブルを囲み、身近な話題から地域の活性
化、環境問題に至るまで多くの話題について自由に語り合った。
静岡県では、清水駅前銀座商店街振興組合とまちづくり考房

SHIMIZUが企画し、昨年8月に初めて開催され商店街の店主
や近隣住民ら約50人が参加。アルコールやつまみなどを持ち
寄り、様々な話題で盛り上がった。11月には、同地で第2回目
が行われ、今後も県内各地で開催が予定されるなど、新たな人
の輪づくりの場として注目を浴びている。
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（
２
）団
塊
世
代
を
働
き
手
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
例

広
義
に
は
団
塊
世
代
を
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
対

象
と
し
、
か
つ
働
き
手
と
す
る
も
の
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
併
せ
て
事
業
例
を
紹
介
す
る
。

例
①
中
国
人
や
韓
国
人
向
け
の
観
光
ガ
イ
ド

富
士
山
静
岡
空
港
の
開
港
に
よ
り
、
中
国
や
韓

国
か
ら
の
観
光
客
が
、
多
く
流
入
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
観
光
客
に
対
し
て
、
県
内

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
熟
知
し
た
、
団
塊
世
代
が
観

光
ガ
イ
ド
を
務
め
る
。
経
験
を
生
か
し
た
い
、
地

域
に
貢
献
し
た
い
、
と
い
う
団
塊
世
代
の
ニ
ー
ズ

に
も
マ
ッ
チ
し
、
併
せ
て
、
団
塊
世
代
向
け
の
中

国
語
や
韓
国
語
の
旅
行
会
話
教
室
の
開
講
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
。

例
②
団
塊
世
代
に
よ
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
会
社

団
塊
世
代
が
必
要
と
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

企
画
す
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
会
社
を
企
業
組
合
な
ど

の
形
態
で
設
立
す
る
。

団
塊
世
代
が
企
画
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実
効
的

な
プ
ラ
ン
に
仕
上
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

併
せ
て
、
会
社
（
企
業
組
合
）
内
に
、
こ
れ
ら
企

画
を
実
行
に
移
す
、
実
働
部
隊
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
働
き
手
と
し
て
の
団
塊
世
代
の
シ
ー
ズ
創
出

に
も
つ
な
が
る
。

そ
の
他
の
例

廃
校
と
な
っ
た
学
校
を
利
用
し
、
団
塊
世
代
が

農
業
体
験
を
す
る
。
収
穫
時
に
は
、
収
穫
祭
を
行

い
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
農
産
物
を
調
理
し
、
地

元
住
民
に
ふ
る
ま
う
な
ど
、
地
域
と
の
結
び
つ
き

強
化
に
も
貢
献
で
き
る
。

中
小
企
業
と
組
合
組
織
な
ど
の
連
携
の
あ
り
方

①
地
域
内
の
連
携
組
織
を
生
か
し
て
、
団
塊
世
代

を
働
き
手
と
し
て
活
用
す
る

住
民
の
困
り
ご
と
な
ど
地
域
内
の
ニ
ー
ズ
を
、

団
塊
世
代
を
働
き
手
と
し
て
解
決
し
て
い
く
に
は
、

同
一
地
域
内
の
連
携
組
織
の
活
動
が
有
効
で
あ
る
。

東
京
都
品
川
区
の
中
延
商
店
街
で
は
、
商
店
街

振
興
組
合
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、
団
塊
世

代
な
ど
の
困
り
ご
と（
ニ
ー
ズ
）を
、
団
塊
世
代
を

中
心
と
す
る
有
償
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ（
シ
ー
ズ
）が

解
決
す
る「
街
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
」事
業
を
実
施
。

足
立
区
の
東
和
銀
座
商
店
街
で
は
、
株
式
会
社

を
つ
く
り
、
高
齢
者
へ
の
弁
当
宅
配
事
業
を
行
う

な
ど
、
各
地
の
商
店
街
組
織
で
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

自
ら
の
住
む
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
自
ら

働
き
手
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
、
組
合
員
の
多
く
が
団
塊
世
代
で
あ

り
、
ま
た
商
店
街
自
体
が
地
域
に
根
付
い
た
活
動

を
本
分
と
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
と
言
え
る
。

②
企
業
組
合
な
ど
組
合
組
織
を
活
用
し
、
団
塊
世

代
を
働
き
手
と
し
て
取
り
込
む

定
年
後
も
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
知
識
や
経
験
を

生
か
し
て
い
き
た
い
、
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
持
つ
団

塊
世
代
は
少
な
く
な
い
が
、
再
就
職
や
企
業
の
設

立
と
な
る
と
、
仕
事
が
最
優
先
と
い
う
こ
と
に
な

り
が
ち
と
な
る
。

そ
の
点
、
一
人
親
方
の
集
ま
り
と
い
っ
た
形
態

の
企
業
組
合
は
、
株
式
会
社
な
ど
と
は
異
な
り
、

「
多
種
多
様
な
価
値
観
（
ス
タ
イ
ル
）
の
人
を
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
」、「
ノ
ル
マ
や
時
間
に
縛
ら

れ
な
い
」、「
各
組
合
員
に
明
確
な
オ
ブ
リ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
（
義
務
）
が
発
生
し
な
い
」
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
ま
た
企
業
を
設
立
す
る
場
合
に
比
べ

て
、
企
業
経
営
に
係
る
煩
雑
な
事
務
負
担
な
ど
も

少
な
く
て
済
む
。

東
京
の
シ
ニ
ア
旅
行
企
業
組
合
で
は
、
旅
行
会

社
の
退
職
者
に
企
業
組
合
へ
の
加
入
を
促
し
、
組

合
員
が
得
意
と
す
る
営
業
や
添
乗
員
業
務
に
自
分

の
ペ
ー
ス
で
従
事
す
る
、
と
い
っ
た
例
が
み
ら
れ

る
。
企
業
組
合
は
、
ま
さ
に
団
塊
世
代
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
組
織
体
で
あ
る
と
い

え
よ
う
（
図
表
⑪
）。

組合活性化情報

価値観やライフスタイルが 
異なってもよい 

団塊世代A（個人） 

団塊世代C（個人） 団塊世代B（個人） 

組合組織（企業組合など） 

一人一人の力（個性・ 
経験）が結集して大き 
な力を生み出す 

・多種多様な価値観（スタイル）の 
　人を取り込むことができる。 
・定年退職後の働き先として、企業 
　とは異なり、ノルマや時間に縛ら 
　れない。 
・各組合員にオブリゲーション（義 
　務）が発生しない。 

図表⑪　団塊世代を働き手として組合組織に取り込む
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理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
＝

G
eographic

Inform
ation

System

）。

一
般
に
は
な
じ
み
の
薄
い
こ
と
ば
だ
が
、

そ
の
技
術
は
広
く
社
会
に
浸
透
し
て
い
る
。

「
例
え
ば
、
音
声
な
ど
を
用
い
て
現
在
地

や
走
行
経
路
を
案
内
す
る
カ
ー
ナ
ビ
、
高

速
道
路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
、
タ
ク
シ
ー
の
配
車
シ

ス
テ
ム
。
い
ず
れ
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
技
術
が
応

用
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」。

平
成
一
三
年
に
建
設
測
量
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
九
社
で
設
立
し
た
協
組
の
理
事
長
に
、

昨
年
就
い
た
。
組
合
で
は
、
道
路
や
河
川
、

上
下
水
道
、
建
造
物
と
い
っ
た
共
用
空
間

デ
ー
タ
に
、
施
設
の
管
理
情
報
、
都
市
計

画
、
地
籍
な
ど
の
個
別
デ
ー
タ
を
重
ね
合

わ
せ
た
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
開
発
。
県
や
市

町
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
展
開
し
、
シ
ス
テ

ム
受
注
の
実
績
を
上
げ
て
き
た
。

「
今
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
管
理
さ
れ
て
い
た

ア
ナ
ロ
グ
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
、
一
元
化

す
る
こ
と
で
、
多
角
的
な
分
析
や
迅
速
な

判
断
が
可
能
と
な
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
一
端
を
担
う
重
要
な
業
務
で
す
」
と

組
合
事
業
の
社
会
的
使
命
を
自
負
す
る
。

就
任
二
年
目
を
迎
え
、
注
力
す
る
の
が
、

総
合
的
な
防
災
対
策
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
、
自
治
体
向
け
の
防
災
情
報

管
理
シ
ス
テ
ム
の
提
案
で
あ
る
。

そ
の
一
例
が
こ
こ
数
年
、
全
国
各
地
で

頻
発
す
る
局
地
的
で
短
時
間
に
猛
烈
な
雨

を
降
ら
せ
る

ゲ
リ
ラ
豪
雨

対
策
だ
。

「
自
治
体
が
管
理
す
る
河
川
台
帳
と
Ｇ
Ｉ

“

”

“

Ｓ
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
氾
濫
ま
で
の

時
間
や
浸
水
域
、
浸
水
地
域
内
の
高
齢
者

率
に
至
る
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
、
住
民

の
避
難
誘
導
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ま
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
な
し

で
は
、
防
災
計
画
は
成
り
立
た
な
い
、
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

視
線
の
先
に
は
更
な
る
青
写
真
が
あ
る
。

「
今
後
、
環
境
や
交
通
、
福
祉
な
ど
、
社

会
生
活
全
般
で
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
重
要
性
が
増
し

て
く
る
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
組

合
と
し
て
新
た
な
シ
ス
テ
ム
や
応
用
技
術

の
研
究
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
実

績
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
」。

浜
松
市
に
本
社
を
置
く
㈱
フ
ジ
ヤ
マ
の

社
長
。
昭
和
四
二
年
に
先
代
が
測
量
業
と
し

て
興
し
た
同
社
は
、
都
市
計
画
な
ど
の
「
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
部
門
」、
航
空
写
真
や
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
「
測
量
・
調
査
部

門
」、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
「
地
理
情
報
部
門
」
を
擁

し
、
有
資
格
者
延
べ
三
二
〇
人
を
誇
る
県

内
屈
指
の
建
設
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
。

「
各
部
門
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
、
知
識

や
情
報
を
共
有
・
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
相

乗
効
果
が
生
ま
れ
る
」
と
自
社
の
強
み
を

語
る
と
と
も
に
、「
背
伸
び
を
せ
ず
、
見
栄

を
張
ら
ず
、
で
き
る
こ
と
を
着
実
に
行
う
」

こ
と
の
重
要
性
も
強
調
す
る
。

月
に
一
、
二
回
楽
し
む
ゴ
ル
フ
。

「
練
習
も
せ
ず
い
き
な
り
コ
ー
ス
に
出
る

の
で
、
な
か
な
か
上
達
し
な
く
て
。
思
う

よ
う
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
ゴ
ル
フ
の
魅

力
か
な
」。

クローズアップインタビュー

静岡地理情報システム協同組合

藤山義修理事長

自治体に防災情報管理
システムを提案
さらなる行政サービス
向上担う

組合活性化情報

”地
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匠
の
技
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

最
優
秀
賞
に
あ
た
る
内
閣
総
理
大
臣

賞
に
は
、
福
島
県
の
カ
ナ
ザ
ワ
建
具
店
の

「
組
子
入
間
仕
切
り
戸
」
が
選
ば
れ
た
。

組
合
で
は
、

「
多
く
の
方
の
ご
協
力
や
ご
支
援
の
も

と
、
盛
会
裏
に
全
日
程
を
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
大
会
を
契
機
に
、

技
術
者
の
育
成
を
さ
ら
に
進
め
、
建
具

の
良
さ
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

Business Report 組合の動き 

「
新
た
な
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
文
化
の
創
出
」テ
ー
マ
に

「
全
国
建
具
フ
ェ
ア
」開
催

静
岡
県
建
具
工
業
組
合

静
岡
県
建
具
工
業
組
合
（
谷
口
泰
幸

理
事
長
）、
全
国
建
具
組
合
連
合
会
が
主

催
す
る
「
第
五
四
回
全
国
建
具
・
静
岡

大
会
」
が
、
六
月
一
九
日
か
ら
二
一
日

の
三
日
間
、
静
岡
市
の
「
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
」
で
開
か
れ
た
。

同
大
会
は
、
全
国
の
建
具
業
者
が
一

堂
に
会
す
る
業
者
大
会
、
優
れ
た
建
具

技
術
を
競
い
合
う
展
示
会
を
同
時
に
開

催
す
る
も
の
で
、
本
県
で
の
開
催
は
昭

和
四
五
年
以
来
、
三
九
年
ぶ
り
。

全
国
各
地
か
ら
約
八
〇
〇
人
の
業
者

が
集
っ
た
「
全
国
業
者
大
会
」
で
は
、

主
催
者
を
代
表
し
、
静
岡
県
建
具
工
組

の
谷
口
理
事
長
（
大
会
実
行
委
員
長
）

が
「
こ
の
大
会
を

も
の
造
り

の
素

晴
ら
し
さ
を
全
国
に
発
信
す
る
場
と
し
、

次
代
に
向
け
て
の
飛
躍
に
つ
な
げ
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

二
〇
日
、
二
一
日
の
二
日
間
、
一
般

公
開
し
た
「
全
国
建
具
展
示
会
」
に
は
、

全
国
か
ら
襖
や
障
子
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど

約
一
五
〇
点
の
力
作
が
出
品
。
静
岡
で

の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
富
士
山

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
作
品
も
目
立
っ
た
。

一
万
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
来
場
者

は
、
職
人
の
創
意
工
夫
が
随
所
に
光
る

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
や
高
い
技
術
な
ど
、

“

”

環
境
に
配
慮
し
た

新
た
な
ビ
ル
メ
ン
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
続
々
と

静
岡
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

県
内
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
二

三
社
が
加
入
す
る
静
岡
県
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
協
同
組
合
（
宮
本
隆
理
事
長
）

は
、
六
月
三
〇
日
、
静
岡
市
の
グ
ラ
ン

シ
ッ
プ
で
「
静
岡
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

環
境
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
た
。

同
フ
ェ
ア
は
、
新
た
な
商
品
や
技
術

を
清
掃
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
に
も

広
く
紹
介
し
、
業

界
に
対
す
る
関
心

を
高
め
て
も
ら
お

う
と
、
隔
年
で
開
催

す
る
も
の
で
今
回

が
七
回
目
。

全
国
か
ら
出
展

し
た
三
七
社
が
ブ

ー
ス
を
設
け
、
洗
浄

機
や
ワ
ッ
ク
ス
、
洗

浄
剤
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
最
新
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
を
披

露
。
八
〇
〇
人
を
超
え
る
来
場
者
は
、

熱
心
に
説
明
を
聞
き
入
っ
た
り
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
見
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
今
回
新
た
な
試
み
と
し
て
、

来
場
者
を
対
象
に
「
楽
々
ト
イ
レ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
習
」
や
「
害
虫
防
除
に
関

わ
る
清
掃
の
役
割
」
な
ど
の
講
習
会
も

s
新
た
な
技
術
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
す
る
場
と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し
た
。

▲150点の「匠の技」を審査員が審査。

▼主催者を代表して静岡県建具工組の谷口理事長があいさつ。

21年08月号_P01-24  09.7.31 9:26  ページ 12



13 中小企業静岡 2009.8

と
し
て
、
全
国
的
に
も
す
っ
か
り
定
着

し
た
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
の
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
界
に
は
、
環
境
へ
の
配
慮

が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
積
極
的
に
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
。

開
催
。
会
場
は
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど

の
聴
講
者
で
埋
ま
っ
た
。

組
合
で
は
、

「
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
展
数
は

前
回
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
新
た
な
技

術
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
す
る
場

静
岡
駅
北
口
地
下
に
日
本
茶
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

静
岡
茶
商
工
業
協
同
組
合

荷
主
の
心
を
運
び
　
三
〇
年

赤
帽
静
岡
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

静
岡
茶
商
工
業
協
同
組
合
（
渥
美
富
夫

理
事
長
）
が
運
営
す
る
日
本
茶
カ
フ
ェ

「
喫
茶
一
茶
（
い
っ
さ
）」
が
、
六
月
二

七
日
、
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
の
地
下
広
場

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
一
茶
」は
、
静
岡
市
が
設
置
し
た
情
報

発
信
拠
点「
し
ず
チ
カ
情
報
ポ
ケ
ッ
ト
」

内
に
併
設
さ
れ
た
も
の
で
、カ
ウ
ン
タ
ー

と
テ
ー
ブ
ル
を
合
わ
せ
一
一
席
を
用
意
。

香
ば
し
い
茶
の
香
り
が
漂
う
店
内
で

は
、
急
須
で
い
れ
た
本
格
的
な
お
茶
が
、

お
菓
子
付
き
で
五
〇
〇
円
で
楽
し
め
る

ほ
か
、
二
〇
〇
円
で
水
出
し
煎
茶
や
ウ

ス
茶
糖
な
ど
の
冷
茶
も
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

で
き
る
。
さ
ら
に
、
組
合
員
の
う
ち
四
五

社
が
扱
う
、せ
ん
茶
や
ほ
う
じ
茶
、粉
末

茶
、テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
な
ど
、
自
慢
の
逸
品

も
五
〇
〇
円
均
一
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

営
業
時
間
は
、
午
前
一
〇
時
か
ら
午

後
七
時
ま
で
。
水
曜
定
休
。

「
し
ず
チ
カ
情
報
ポ
ケ
ッ
ト
」
は
、
観

光
客
や
市
民
ら
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
静
岡
市
の
特
産
品
を
広
く
紹
介
し

よ
う
と
設
置
さ
れ
た
。
一
〇
五
㎡
の
施

設
内
に
は
、「
一
茶
」
の
ほ
か
、
観
光
情

赤
帽
静
岡
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組

合
（
稲
井
弘
理
事
長
）
は
、
六
月
七
日
、

焼
津
市
の
「
ホ
テ
ル
ア
ン
ビ
ア
松
風
閣
」

で
創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
開
催
し
た
。

式
典
に
は
、
全
国
連
合
会
の
役
員
や

中
央
会
な
ど
来
賓
、
組
合
員
合
わ
せ
て

一
〇
〇
人
が
出
席
。
節
目
を
祝
っ
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
稲
井
理
事
長
は
、

「
設
立
以
来
、
赤
帽
の
基
本
で
あ
る

荷
主
の
心
を
運
ぶ
赤
帽

、

礼
儀
・

親
切
・
信
頼

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

組
合
員
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
走

り
続
け
て
き
た
。
今
後
も
交
通
法
規
遵

守
、
接
客
マ
ナ
ー
な
ど
資
質
向
上
を
さ

ら
に
図
り
、
次
の
一
〇
年
、
二
〇
年
に

向
け
て
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

式
典
で
は
、
稲
井
理
事
長
よ
り
二
五

年
以
上
組
合
に
在
籍
す
る
一
九
人
ら
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

同
組
合
は
、
昭
和
五
五
年
、
県
内
の

“

”

“

”

軽
自
動
車
に
よ
る
個
人
輸
送
業
者
＝
赤

帽
二
六
人
で
設
立
。
静
岡
、
浜
松
、
沼

津
の
三
ヵ
所
に
配
車
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
な
ど
、
活
発
に
共
同
事
業
を
展
開
。

組
合
員
一
八
二
人
、
車
両
二
五
五
台
を

抱
え
る
組
織
に
成
長
し
た
。

平
成
二
〇
年
に
は
、静
岡
県
と
の
間
で

災
害
時
の
輸
送
協
力
協
定
を
締
結
。
あ
わ

せ
て
緊
急
支
援
物
資
輸
送
の
拠
点
機
能

を
有
す
る
組
合
会
館
を
新
築
す
る
な
ど
、

地
域
へ
の
貢
献
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

組合活性化情報

組
合
で
は
、「
静
岡
茶
の
魅
力
を
幅
広

く
発
信
す
る
拠
点
と
し
た
い
。
静
岡
に

お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
来
店
頂
き
、

お
茶
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
頂
け
れ
ば
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

報
案
内
コ
ー
ナ
ー
や
市
内
の
模
型
メ
ー

カ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
作
品
の
展
示
コ

ー
ナ
ー
も
合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
。
静
岡

駅
地
下
の
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

▲100人が出席し、創立30周年を祝った。

▲s
静岡茶の魅力を発信する
新たな拠点として、期待が
高まる。
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［ トピックス ］ 

売
れ
る
モ
ノ
の
魅
力
と
は

―
消
費
者
が
買
い
た
く
な
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
商
品
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま

れ
た
の
か
。
な
ぜ
消
費
者
に
支
持
さ
れ

続
け
て
い
る
の
か
。
商
品
の
本
当
の
魅

力
と
は
何
か
―
。

県
食
品
産
業
協
議
会
と
県
食
料
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
で
は
、
六
月
二
六

日
、
静
岡
市
の
静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン

タ
ー
で
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
セ
ミ
ナ

ー
を
開
い
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
域
資
源
の
発
掘

か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
化
に
至
る
ま
で
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
創
り
を
進
め
る
上
で
欠
か
せ

な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
、
開
催
し

た
も
の
で
、
食
品
製
造
業
者
や
農
水
産

業
者
ら
五
〇
人
が
出
席
し
た
。

商
品
開
発
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
、
総
合

的
な
支
援
を
全
国
で
展
開
す
る
㈱
も
の

づ
く
り
研
究
所
代
表
の
北
條
　
規
氏
は
、

「
同
じ
素
材
で
も
用
途
を
替
え
る
こ
と

で
新
た
な
展
開
が
生
ま
れ
る
。
柔
道
着

の
生
地
で
つ
く
っ
た
バ
ッ
グ
や
超
撥
水

加
工
を
施
し
た
水
が
包
め
る
風
呂
敷
な

ど
が
そ
の
好
例
だ
」
と
発
想
の
転
換
の

重
要
性
を
強
調
。

”売
れ
る
モ
ノ
の
特
徴
“
と
し
て
、

「
作
り
手
の
顔
が
見
え
る
も
の
、
思
い

が
伝
わ
る
も
の
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
重
要

な
要
素
。
さ
ら
に
消
費
者
に
対
し
、
安

全
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

ま
た

○
○
推
薦

な
ど
公
共
機
関
の

お
墨
付
き
や

著
名
人
愛
用

な
ど
、

権
威
づ
け
が
な
さ
れ
た
も
の
も
強
い
」

と
し
た
ほ
か
、

“

”
“

”

・
歴
史
的
、
文
化
的
な
薀
蓄
や
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
る
も
の

・
そ
こ
で
し
か
買
え
な
い
も
の

・
手
に
入
れ
た
後
の
体
験
や
メ
リ
ッ
ト

が
明
確
な
も
の

・
必
要
な
も
の
よ
り
欲
し
い
も
の

・
一
生
使
え
る
も
の
、
修
理
し
な
が
ら

使
え
る
も
の

・
品
質
の
良
い
も
の

・
産
地
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の

な
ど
を
挙
げ
た
。

一
方
、
最
近
の
消
費
者
に
つ
い
て
は
、

「
必
要
な
も
の
は
揃
っ
た
、
類
似
品
は
山

ほ
ど
あ
る
、
と
今
や
市
場
は
完
全
に
成

熟
、
飽
和
状
態
。
あ
り
き
た
り
な
も
の

や
普
通
の
広
告
に
は
、
消
費
者
の
心
は

動
か
さ
れ
な
い
」
と
分
析
し
た
上
で
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
口
コ
ミ
や
ブ

ロ
グ
の
書
き
込
み
が
、
メ
ー
カ
ー
の
広

告
以
上
に
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
」
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
消

費
活
動
に
与
え
た
影
響
を
示
し
た
。

以
上
を
踏
ま
え
、
商
品
開
発
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、「
大
量
消
費
社
会
型
の
万

人
受
け
す
る
商
品
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
専
門
分
野
に
特

化
し
た
商
品
が
成
功
す
る
。

○
○
し

か
な
い

な
ど
、
数
や
地
域
の
限
定
性

も
必
要
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
何
を
誰
に

売
る
、
と
い
っ
た
従
来
型
の
作
り
手
の

論
理
か
ら
、
誰
に
何
を
売
る
、
と
い
う

“

”

消
費
者
の
視
線
に
た
っ
た
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

結
論
付
け
た
。

佐
野
新
会
長
が
就
任

セ
ミ
ナ
ー
を
は
さ
み
、
県
食
品
産
業

協
議
会
お
よ
び
県
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
協
議
会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

昨
年
一
〇
月
に
逝
去
し
た
井
上
光
一
会

長
の
後
任
に
佐
野
光
治
県
中
央
会
会
長

が
選
ば
れ
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
佐
野
新
会
長
は
、

「
行
政
や
関
係
機
関
と
し
っ
か
り
と
連

携
を
と
り
、
地
産
地
消
、
商
品
開
発
、

販
路
開
拓
な
ど
の
支
援
を
積
極
的
に
展

開
し
、
県
内
の
食
品
産
業
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
セ
ミ
ナ
ー
開
催

通
常
総
会
で
佐
野
新
会
長
就
任

静
岡
県
食
品
産
業
協
議
会
・
静
岡
県
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

s「
売
れ
る
モ
ノ
の
魅
力
」
を
分
か
り
や
す
く
説
く
北
條
氏
。

▲県食産協・県食料産業クラスター協の会長に就任した佐野中央会
会長。
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財形転貸融資制度で社内住宅融資制度を 

ライフサポートセンターしずおか 

１.７６ 　８

① 事業主・事業協同組合が財形住宅金融㈱（福利厚生会社）に出資していること。 
　　　 （これからご利用の場合は、従業員数に応じて出資していただきます。 
　　　  ※出資金は750千円から3,750千円まで 
②  財形貯蓄を積立していること。（どこの金融機関等でもかまいません。） 

２００９

21年08月号_P01-24  09.7.29 14:06  ページ 16



17 中小企業静岡 2009.8

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、ペ
ッ
ト
に
癒
し
を

求
め
る
人
が
増
え
て
い
る
。
い
ま
や
ペ
ッ
ト
は
、
か
け

が
え
の
な
い
家
族

と
し
て
我
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
存
在
だ
。

ペ
ッ
ト
の
代
表
格
で
あ
る
犬
の
飼
育
頭
数
は
、
約
一
二

〇
〇
万
頭
。
我
が
国
の
四
軒
に
一
軒
で
犬
を
飼
っ
て
い
る

計
算
に
な
る
。

ペ
ッ
ト
関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
は
、
右
肩
上
が
り
の
伸

び
を
み
せ
、
一
兆
円
を
突
破
。
今
後
も
安
定
的
な
成
長
が

見
込
ま
れ
る
市
場
の
ひ
と
つ
だ
。

建
材
メ
ー
カ
ー
や
住
宅
設
備
メ
ー
カ
ー
で
は
、

ペ
ッ

ト
と
暮
ら
す

と
い
う
視
点
に
立
っ
た
新
製
品
を
続
々
と

販
売
。
住
ま
い
と
ペ
ッ
ト
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
需
要
の

大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
う
し
た
ペ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
し
た
の
が
、
藤
枝

市
の
㈲
増
田
建
築
工
業
で
あ
る
。
増
田
美
司
社
長
が
三

一
年
前
に
創
業
し
た
同
社
は
、
県
産
材
、
無
垢
材
を
用
い

た
在
来
工
法
に
よ
る
注
文
住
宅
を
中
心
に
手
が
け
る
、
地

“

”

“

”

敵
で
す
。
横
滑
り
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、ヘ
ル
ニ

ア
に
罹
る
こ
と
も
あ
る

ん
で
す
。
滑
り
に
く
く
、

丈
夫
な
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を

使
用
し
、
段
差
を
な
る
べ

く
解
消
す
る
こ
と
で
、
犬

に
も
人
に
も
や
さ
し
い

住
い
と
な
り
ま
す
」。

住
む
人
は
慣
れ
て
気

づ
か
な
く
て
も
、
訪
れ
る
他
人
は
気
に
な
る
の
が
、ペ
ッ

ト
の
臭
い
。

「
空
気
の
流
れ
を
考
え
て
、
犬
の
居
場
所
や
ト
イ
レ
を

配
置
す
る
な
ど
、
通
気
や
換
気
に
は
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
吸
臭
性
に
優
れ
た
素
材
の
壁
や

天
井
、カ
ー
テ
ン
な
ど
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

臭
い
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
」と
臭
い
対

策
も
万
全
だ
。

「
家
族
の
一
員
で
あ
る
犬
が
快
適
で
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
、
専
用
の
居
場
所
を
リ
ビ
ン
グ
な
ど
家
族
の
集
ま

る
場
所
の
一
角
に
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
」と
間
取

り
の
細
部
に
至
る
ま
で
配
慮
す
る
。

「
ひ
と
く
ち
に
犬
と
い
っ
て
も
、
和
犬
と
洋
犬
、
大
型
犬

と
小
型
犬
で
は
、
習
性
も
付
き
合
い
方
も
異
な
る
。
犬
の

特
性
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た
上
で
、ペッ
ト
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
含
め
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
合
わ
せ
た
リ
フ

ォ
ー
ム
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」と
方
向
性
は
明
確
だ
。

今
後
は
、
室
内
だ
け
で
は
な
く
、フ
ェ
ン
ス
や
門
な
ど
エ

ク
ス
テ
リ
ア
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
リ
フ
ォ
ー
ム
や
ペ
ッ
ト

病
院
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、
幅
広
く
ペ
ッ
ト
事
業

を
展
開
す
る
考
え
だ
。

域
に
根
ざ
し
た
工
務
店
。

釘
や
ボ
ル
ト
類
、
石
膏
ボ
ー
ド
な
ど
を
一
切
使
わ
な
い

伝
統
工
法（
限
界
体
力
計
算
工
法
）に
よ
る
住
宅
建
築
を

県
内
で
初
め
て
施
工
す
る
な
ど
、そ
の
高
い
施
工
技
術
で

信
用
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

そ
の
同
社
が
取
り
組
む
の
は
、ペ
ッ
ト
、
と
く
に
犬
を

飼
う
人
向
け
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。

「
五
〇
代
以
上
の
夫
婦
世
帯
の
四
割
以
上
が
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
い
る
、
と
い
う
話
を
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
。
そ
ろ

そ
ろ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
、
と
考
え
る
ペ
ッ
ト
を
飼
う
五
〇
代

を
中
心
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
、
立
ち
上
げ
ま

し
た
」と
自
ら
も
大
の
愛
犬
家
と
い
う
増
田
社
長
。

同
社
の
リ
フ
ォ
ー
ム

は
、
人
も
犬
も
安
心
、

安
全
、
快
適
に
暮
ら
せ

る
住
ま
い
づ
く
り
、
を

実
現
す
る
こ
と
が
大

き
な
目
的
。

「
滑
り
や
す
い
床
や

段
差
が
足
腰
の
負
担

と
な
る
の
は
、
犬
も
人

も
同
じ
。
と
く
に
光

沢
が
美
し
い
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
床
は
、
犬
に
は
大

革新 
企業 

”愛
犬
と
の
暮
ら
し
を
も
っ
と
豊
か
に
楽
し
く
“

ペ
ッ
ト
と
住
む
人
向
け
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
展
開

有
限
会
社
増
田
建
築
工
業
（
藤
枝
市
）

●
所
在
地：

〒
４
２
６
―
０
２
０
１

藤
枝
市
下
薮
田
９
２

℡
０
５
４
―
６
３
８
―
３
４
８
８

０
５
４
―
６
３
８
―
３
５
０
５

h
ttp
://w
w
w
.m
asu
d
aken

ko
u
.co
m
/

●
代
表
者：

増
田
美
司
代
表
取
締
役

●
所
　
属：

藤
枝
建
築
事
業
協
同
組
合
ほ
か

▲「オーダーメイドの犬小屋も手がけています」
と増田社長。

s
本
社
は
藤
枝
バ
イ
パ
ス
下
薮
田
Ｉ．
Ｃ．
か
ら

車
で
一
分
足
ら
ず
。
大
き
な
看
板
が
目
印
だ
。
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事
務
局

日本超硬刃物協同組合

事務局玉木淳子さん

組
合
員
に
有
意
義
な
時
間
の
提
供
を

組合活性化情報

の
高
付
加
価
値
化
・
技
術
の
高
度
化
を

目
指
し
た
共
同
研
究
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
海
外
の

展
示
会
や
企
業
に
積
極
的
に
出
向
き
、

先
端
技
術
の
情
報
収
集
を
活
発
に
進
め

て
い
る
。
そ
の
海
外
視
察
に
同
行
す
る

機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。

「
平
成
七
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
皮
切

り
に
ほ
ぼ
二
年
に
一
度
、
台
湾
、
韓
国
、

香
港
な
ど
の
視
察
に
同
行
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
世
界
の
先
進
技
術
に
間
近
で

触
れ
る
な
ど
、
普
通
の
職
場
で
は
味
わ

え
な
い
貴
重
な
経
験
を
何
度
も
さ
せ
て

頂
き
、
感
謝
で
一
杯
で
す
」。

組
合
員
は
、
い
ず
れ
も
独
自
の
高
い

技
術
を
も
つ
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
。
組

合
を
離
れ
れ
ば
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
。

「
業
界
全
体
の
発
展
に
は
、
組
合
員
各

社
が
も
つ
情
報
を
共
有
し
、
互
い
に
高

め
あ
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

意
味
で
も
組
合
は
、
絶
対
に
必
要
な
存

在
。
組
合
員
が
気
持
ち
よ
く
組
合
活
動

に
参
画
で
き
る
よ
う
潤
滑
油
の
役
目
を

務
め
た
い
。
そ
し
て
有
意
義
な
時
間
を

提
供
し
た
い
。
そ
れ
が
事
務
局
の
役
目
」

と
口
調
に
よ
ど
み
は
な
い
。

一
〇
年
前
ほ
ど
前
か
ら
自
宅
近
く
の
小

学
校
で
、
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
。

「
わ
が
子
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
と
引
き
受
け
た
の
で
す
が
、
や
っ

て
い
る
う
ち
に
楽
し
く
な
っ
て
。
週
一

回
く
ら
い
授
業
前
を
利
用
し
て
読
み
聞

か
せ
て
い
ま
す
。
熱
心
に
聞
い
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
見
る
の
が
楽
し

み
で
」
と
や
さ
し
く
微
笑
む
。

事
務
局
入
り
の
き
っ
か
け
は
、
短
大

卒
業
後
、
三
年
間
勤
め
た
組
合
員
企
業

の
工
場
長
か
ら
の
誘
い
だ
っ
た
。

「
出
産
を
機
に
会
社
を
退
職
し
ま
し
た

が
、
子
育
て
も
ひ
と
段
落
し
社
会
と
つ

な
が
り
を
持
ち
た
い
、
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
に
声
が
か
か
り
、
喜
ん
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」。

組
合
員
は
、
浜
松
市
を
中
心
と
す
る

県
西
部
地
域
の
機
械
刃
物
や
鋸
刃
メ
ー

カ
ー
一
四
社
。
遠
州
地
域
は
、
国
内
総

生
産
量
の
八
割
近
く
を
占
め
る
機
械
刃

物
の
大
産
地
だ
。
そ
の
産
地
組
合
の
事

務
局
を
平
成
元
年
の
入
組
か
ら
一
人
で

支
え
、
二
〇
年
が
過
ぎ
た
。

組
合
で
は
、
原
材
料
な
ど
の
購
入
斡

旋
や
共
同
宣
伝
と
と
も
に
、
超
硬
刃
物

全９項目のうち、在庫数量は最近10年で最も減少
を示す値。売上高、収益状況、業界の景況は－70台
を推移し、他に比べ悪化傾向が著しい。
前月の値との比較では、売上高など６項目で値が
上昇し、悪化幅減少。業種別では、全般的に製造業
が非製造業よりも厳しい値を示す。一部報道に反
し、県内中小企業においては厳しい状況が続いてお
り、今後に対する明るい見通しは聞かれない。

・・・対象17業種より抜粋
［繊維・同製品］磐田市
昨年11月以降世界的不況も影響し、仕事量の激減。通年の季
節的な受注がなく稼働率は30％程度にとどまる。
［鉄鋼・金属］浜松市
一部業界で下げ止まりの気配があるものの、設備投資再開ま
での回復感はない。引き合いがあっても、採算的に厳しい。
［電気機器製造］静岡市
売上はエコポイント効果で何とか前年並みになったが、継続
しないと先は厳しい。

［宿　泊］伊豆の国市
ETCが土・日1,000円で高速道路を通行できるようになり、伊
豆全体としては逆風。
［運　輸］静岡市
県内の有力荷主企業の出荷は依然として少なく、トラックの
稼働率は低い。運賃収入が減少する中、軽油価格が上昇してお
り資金繰りは非常に厳しい。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ ± 0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声

H21.05 H21.06

-75.9

-22.9

-47.1

-43.7

-74.7

-57.5

-58.9

-35.7

-75.9

-72.5

-23.0

-44.9

-39.1

-74.8

-50.6

-64.1

-40.2

-74.8

H21.5 H21.6

3.4

-0.1

2.2

4.6

-0.1

6.9

-5.2

-4.5

1.1

DI値の推移

景況ウォッチ （21年6月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。
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コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
へ
の

取
り
組
み
を

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い

う
言
葉
が
世
に
出
て
久
し
い
も

の
が
あ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企

業
統
治
）
の
基
本
原
理
の
一
つ

で
あ
る
が
、
法
律
や
規
則
に
従

っ
て
企
業
活
動
を
行
う
「
法
令

遵
守
」を
指
す
と
い
う
も
の
と
、

法
令
と
は
別
に
あ
る
社
会
的
規

範
や
企
業
倫
理
（
モ
ラ
ル
）
を

守
る
こ
と
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
含
ま
れ
る
と
い
う
二
つ
の

論
が
あ
る
。

昨
年
度
、
本
会
で
は
、
法
令

を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
社
会
的
規
範
や
企
業
倫
理

に
基
づ
い
た
企
業
経
営
こ
そ
が

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
あ
る
経
営

で
あ
る
と
捉
え
た
上
で
、
中
小

企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

確
立
と
そ
の
支
援
策
を
構
築
に

取
り
組
ん
だ
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
に
関
し
て
先

進
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

る
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
企

業
に
伺
い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
た
。

各
社
を
訪
ね
、
経
営
者
、
従

業
員
の
方
か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
経
営
に
関
す
る
話
を
伺
う

中
で
の
共
通
点
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
方
策
と
併
せ
て
紹
介
し

た
い
。

①
経
営
者
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
認
識
し
、
行
動
す
る

経
営
者
が
、
一
企
業
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
を
維
持
す
る
こ
と

や
地
域
に
と
っ
て
存
在
価
値
の

あ
る
企
業
を
目
指
す
こ
と
を
強

く
意
識
し
た
上
で
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
経
営
に
取
り
組
む
姿

勢
を
従
業
員
に
示
し
て
い
る
。

②
経
営
方
針
や
消
費
者
重
視

の
姿
勢
を
明
確
化
し
、
従

業
員
に
浸
透

顧
客
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
を
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
で
全

従
業
員
が
共
有
・
活
用
で
き
、

顧
客
満
足
度
の
向
上
を
図
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
朝
礼
で
社
是

を
唱
和
し
、
企
業
理
念
や
安
全

方
針
を
社
内
に
徹
底
し
て
い
る
。

③
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動

の
推
進
と
対
応
策
の
充
実

従
業
員
の
行
動
規
範
、
情
報

保
護
、
顧
客
満
足
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
る
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

従
業
員
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
製
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
自
社
の
経
営
理
念
を
掲
載
す

る
こ
と
で
、
広
く
世
間
に
公
表
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
業
員
も
社
会

規
範
を
意
識
し
た
行
動
を
示
す

よ
う
に
な
っ
た
。

④
従
業
員
と
の
良
好
な
関
係
を

築
く
た
め
の
労
務
管
理
の

実
施

年
に
一
度
、
経
営
者
が
全
従

業
員
と
個
別
面
談
を
実
施
。
一

時
間
余
り
様
々
な
話
を
交
わ
す

こ
と
で
、
社
員
の
成
長
と
目
標

を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
従
業
員
が
自
由
に
意

見
や
業
務
の
提
案
を
し
、
採
用

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

こ
と
で
や
る
気
が
向
上
。
高
い

定
着
率
を
保
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
上

に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
は

成
り
立
っ
て
い
る
が
、
各
社
の

経
営
者
に
そ
の
基
本
を
尋
ね
る

と
、「
と
に
か
く
顧
客
第
一
。

こ
れ
を
い
か
に
社
内
に
徹
底
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
」
と
異
口
同

音
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

と
か
く
、
目
先
の
利
益
に
捕

ら
わ
れ
が
ち
な
昨
今
。
し
か
し
、

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会

的
規
範
や
企
業
倫
理
に
基
づ
い

た
経
営
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

よ
り
多
く
の
企
業
が
、
こ
の

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
」

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
願
う

と
と
も
に
、
我
々
も
よ
り
一
層

の
支
援
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
中
村
）

指
導
員

現
場

の

か

ら

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
は

経
営
者
の
姿
勢
こ
そ
が

従
業
員
を
動
か
す

「
顧
客
第
一
主
義
」
の
徹
底

どなたでもお気軽にご利用いただける公共の宿。

ゆとりと
くつろぎの宿

高原の宿

〒410-2201 静岡県伊豆の国市古奈1133
TEL（055）948-1095（代）

〒417-0801 静岡県富士市大淵115
TEL（0545）35-2311（代）

〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町5-1 TEL（054）221-6250�　FAX（054）251-8326
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商工中金人事異動（静岡3店舗）

あなたの団体の人権啓発研修会をお手伝いいたします！
人権啓発のための出前人権講座の御案内

20中小企業静岡 2009.8

す。みなさんの地域、職場や団体などで研修を企

画する際にぜひ御利用ください。

■企業、学校や団体などへ講師を派遣いたします。

企業、学校や団体などへ人権啓発指導員を講師

として派遣いたします。講師料、交通費は不要で

す。平日での開催だけでなく、休日や夜間などで

も対応できる場合もあります。

■研修会用のビデオ等の貸出しや啓発資料を提供しています。

静岡県人権啓発センターでは、出前人権講座だ

けでなく、研修会等に使用するビデオやDVDなど

の教材の貸出しや、当センターで作成した啓発資

料を提供しています（いずれも無料）。また、研修

会等の担当者のために各種講演会や指導者養成講

座も実施（参加費不要）しています。

詳しくは当センターのホームページ：

（http://jinken.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

■お問合せ

静岡県人権啓発センター（静岡県厚部人権同和対策室）

〒420-0856 静岡市葵区駿府町１-70

静岡県総合社会福祉会館４階

TEL：054-221-3330 FAX：054-221-1948

e-mail：jinken@pref.shizuoka.lg.jp

業務リーダーを育成したい」、こんな思いをお持ち

の経営者、ITリーダーの皆様ぜひご参加ください。

この機会に自社のイノベーション経営の潜在力を

チェックしてみませんか？また、このセミナーは

関東経済産業局委託事業です。

■日　時 平成21年９月３日（木）13：30～16：30

■場　所 静岡商工会議所　302号室

■定　員 50名

■参加費 無料

■講　師 木村玲美氏

（浜松総務部有限会社　代表取締役）

■内　容

１. 競争力を向上するイノベーション経営とは

２. イノベーション経営の成功事例

３. 自社のイノベーション経営の潜在力をチェック

４. 競争力向上と人材育成のロードマップ

５. CIO育成コースのご紹介

■備　考

ステップアップ研修としまして、10月～11月にイ

ノベーションを起こすリーダー（CIO）の育成講座

（無料）を夜間３時間×６回で開催予定です。

■主　催

関東経済産業局、NPO法人静岡情報産業協会

■問合せ先

NPO法人静岡情報産業協会 事務局長 藤田　英治

電話・FAX：054-255-1621 E-mail：mail@siia.or.jp

私たちは、職場、学校、地域などで、多くの

人々と関わりながら活動しています。そのような

中、人とのかかわりを円滑にするには「相手の立

場に立ってものごとを考える」ことが大切です。

また、企業においても、企業活動のあらゆる面で、

環境や人権に配慮することは「企業の社会的責任」

の基本となるものです。静岡県では「県民一人ひ

とりに人権尊重の意識がはぐくまれた温もりあふ

れる静岡県の実現」に向けて、様々な取組みを行

っています。そのうちのひとつとして静岡県人権

啓発センターでは、「出前人権講座」を行っていま

平成２１年７月１４日 （転　出） 

（転　入） 
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個人住民税は、所得税と同じく
事業主による徴収が必要です。

しずおか版
イノベーション経営カレッジ「オープンカレッジ」の開催（無料!）
～自社のイノベーション経営の潜在力をチェックしてみませんか？～

21 中小企業静岡 2009.8

中小企業組織活動懸賞レポート募集

中小企業の組織活動に携わっている広範な方々から

の実体験に基づく組合の活性化、新たな連携などに

関する活動内容や成果の紹介（必ずしも成功事例で

ある必要はありません）、提言などを求めています。

■テーマ：自由

ホームページ（助成事業ページ）に多くのテーマ

例と「過年度入選作品一覧」に過年度の入選作品

を掲載しておりますので参考にしてください。

■応募資格

中小企業の組織活動に携わっている中小企業者、

組合事務局、中小企業団体中央会、商工会・商工

会議所、交流や連携グループ、NPO等の実務者。

■表　彰：10点以内

■賞　金：本賞各20万円

■締　切：平成21年10月15日

（当日消印有効・直接持参の場合、10月15日まで）

■発　表：平成22年２月中旬以降

■応募方法

①日本語で書かれたもので、未発表のものに限り

ます。

②8000字程度（図表は別）、横書き。パソコン等使

用の場合はA4判で１貢につき40字×30行で作成

してください。400字詰め原稿用紙の場合はA4判

横書きを使用してください。

③応募原稿には「表紙」を付け、テーマ名、住所、

郵便番号、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、

勤務先、同所属・職位、関係する組織名（所属

組合名・異業種組合名等）を記入してください。

グループ応募の場合は代表者名の後に「代表」

と記入してください。

④表紙の次に、「400字程度の要旨（箇条書きでも

可）」と「目次」を必ず付けてください。

⑤原稿の中で統計、図表、文章等を引用する場合

には、出所を必ず明記してください。

⑥ご希望の方には『過年度本賞入選作品集』をお

送りします。送料実費分として郵便切手210円を

同封のうえお申し込み下さい。尚、ホームペー

ジで審査の視点がご覧になれます。

⑦入選レポートの版権は当財団に帰属します。

⑧E-mailによる応募の場合は、その旨事務局までご

連絡ください。

■送付先：財団法人商工総合研究所

〒135-0042 東京都江東区木場５丁目11-17

商工中金深川ビル５階

電話：03-5620-1691 FAX：03-5620-1697

E-mail：sri@shokosoken.or.jp

H P：http://www.shokosoken.or.jp/

事業主の皆さまへ

事業所等に勤務されている方の個人住民税（市町

村民税＋県民税）は、原則として、事業主の皆さ

まに徴収をしていただいた上で、課税した市町村

に納入していただくことが必要です。

※このような納入の仕組みを「特別徴収」といいます。

■お問合せ先

・各市町村の個人住民税担当課

・静岡県総務部自治局自治財政室

TEL：054-221-2097 FAX：054-221-2776

・静岡県総務部財務局財務室

TEL：054-221-2337 FAX：054-221-3361

詳しくはホームページで

■概　要

イノベーション経営、IT活用に向けてのリーダ

ーの育成について無料のセミナーを開催いたしま

す。「IT活用で、もう失敗したくない」「人材力で

何とか変化をチャンスに変えたい」「ITリーダー、

静岡県　県税のしおり 特別徴収 検索 c

21年08月号_P01-24  09.7.31 9:30  ページ 21



22中小企業静岡 2009.8

協同組合大東ショッピングプラザ

地域への感謝の気持ちを
込めて葬儀のお手伝い

く み あ い 百 景

そ
の
後
共
同
店
舗
と
コ
ミ
ニ
テ
ィ
施
設

が
昭
和
六
二
年
一
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
が
、
最
終
的
に
店
舗
に
入
居
し
た
の

は
一
八
名
（
現
行
一
五
名
）
の
組
合
員

で
あ
っ
た
と
い
う
。

共
同
施
設
が
完
成
し
た
当
初
業
績
は

好
調
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
周
辺

に
ジ
ャ
ス
コ
浜
岡
店
・
大
須
賀
店
、
掛

川
ユ
ニ
ー
、
ユ
ニ
ク
ロ
、
赤
の
れ
ん
、

し
ま
む
ら
が
続
々
と
進
出
し
た
こ
と
に

よ
り
、
経
営
環
境
は
一
段
と
厳
し
く
な

り
、
特
に
衣
料
等
の
買
回
品
関
係
を
販

売
す
る
組
合
員
へ
の
影
響
が
顕
著
に
現

れ
た
。

お
り
し
も
平
成
一
二
年
県
中
央
会
は

東
遠
地
区
内
の
中
小
商
業
者
を
集
め
、

静
岡
県
下
に
は
、
葬
儀
社
で
な
く
地

区
内
の
中
小
商
業
者
で
構
成
す
る

葬

儀
等
の
共
同
受
注
事
業

を
行
う
組
合

が
、
主
に
西
部
地
区
を
中
心
に
四
組
合

あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
平
成
一
八
年
一
一

月
同
事
業
を
立
ち
上
げ
た
唯
一
の
共
同

店
舗
組
合
で
あ
る
協
同
組
合
大
東
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
の
後
藤
憲
志
理
事
長

と
面
談
し
て
現
況
を
取
材
し
た
。

昭
和
五
七
年
当
時
、
近
隣
市
町
に
大

型
店
、
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
の
出
店
が
相
次

ぎ
、
か
つ
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急

速
な
普
及
に
伴
い
消
費
者
は
駐
車
場
を

有
す
る
大
型
店
志
向
が
根
強
く
消
費
者

の
町
外
（
旧
大
東
町
）
流
出
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
県
と
旧
大
東
町
の
支

援
を
受
け
て
新
商
業
計
画
策
定
推
進
事

業
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
商
工
会
の
商

業
部
会
が
中
心
と
な
り
町
内
の
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
共
同
店
舗
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
を
ド
ッ
キ
ン
グ
し

た
新
た
な
商
業
集
積
の
場
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
マ
ー
ト
）
の
建
設
が
提
案
さ

れ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
地
元
小
売
業
者
二
六
名
が
賛

同
し
昭
和
六
〇
年
三
月
組
合
を
設
立
、

“

”

葬
儀
等
の
共
同
受
注
事
業
を
積
極
的
に

展
開
す
る

あ
ら
い
商
工
葬
祭
協
同
組

合

の
当
時
の
理
事
長
疋
田
実
男
氏
か

ら
活
動
事
例
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

葬
儀
に
伴
う
関
連
商
品
の
納
品
と
葬

儀
運
営
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
例
報
告
を
聞

い
て
「
我
々
も
努
力
し
な
け
れ
ば
い
か

ん
」
と
大
変
刺
激
に
な
り
、
内
々
に
研

究
し
て
き
た
と
い
う
。

特
に
刺
激
を
受
け
た
の
が
、
香
典
返

し
の
品
、
籠
盛
、
生
花
、
精
進
料
理
等

の
納
品
実
績
だ
け
で
な
く
、
葬
儀
の
段

取
り
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
組
合
員
が

分
担
し
行
う
姿
勢

地
域
住
民
へ
の
感

謝
の
気
持
ち

で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
本
組
合
は
、
平
成
一
五
年
県

中
央
会
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
専
門

家
の
助
言
を
得
な
が
ら
葬
儀
に
関
す
る

来
店
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

ま
た
投
資
・
収
支
計
画
を
作
成
し
た
。

こ
れ
ら
資
料
に
基
づ
い
て
組
合
員
を

説
得
す
る
会
合
を
重
ね
て
平
成
一
八
年

一
一
月
二
七
日
臨
時
総
会
を
開
催
し
葬

儀
等
の
共
同
受
注
事
業
の
追
加
に
よ
る

定
款
変
更
を
決
議
、
平
成
一
八
年
一
一

月
三
〇
日
静
岡
県
の
認
可
を
受
け
た
と

い
う
。

ま
た
、
後
藤
理
事
長
は
、
本
組
合
の

強
み
は
組
合
所
有
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

を
葬
儀
会
場
と
し
て
活
用
で
き
る
点
に

あ
り
、
そ
の
結
果
、
初
期
投
資
が
小
額

“

”

“

”

組
合
設
立
経
緯

厳
し
い
周
辺
環
境
打
開

住　所 〒437-1421
掛川市大坂539番地

理事長 後藤憲志
組合員 15社
設　立 昭和60年3月
T E L 0537-72-5777
F A X 0537-72-5743

▼店舗全景写真
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る
が
伸
び
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
葬
儀
等
の
共
同
受
注
を
積
極

的
に
展
開
し
て
行
く
た
め
に
は
、
金
原

葬
祭
部
長
を
補
佐
で
き
る
葬
儀
事
情
に

精
通
し
た
人
材
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
一
九
年
一

〇
月
縁
あ
っ
て
葬
儀
社
に
勤
め
て
い
た

経
験
豊
富
な
鈴
木
延
行
氏
に
め
ぐ
り
会

う
こ
と
が
で
き
事
務
長
と
し
て
迎
い
入

れ
た
と
い
う
。

後
藤
理
事
長
は
、
共
同
店
舗
組
合
の

事
務
長
と
二
四
時
間
休
み
が
な
い
よ
う

な
葬
儀
事
業
の
事
務
責
任
者
と
実
に
大

役
で
あ
る
が
、
中
小
商
業
者
の
生
き
残

り
を
掛
け
た
模
範
組
合
と
な
れ
る
よ
う

鈴
木
事
務
長
に
は
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

で
済
ん
だ
お
陰
で
会
場
費
等
の
葬
儀
一

式
価
格
を
低
く
設
定
で
き
る
こ
と
に
あ

る
と
語
っ
た
。

当
該
地
区
の
葬
儀
事
情
は
、
農
家
が

多
い
こ
と
も
あ
っ
て
古
く
か
ら
農
業
協

同
組
合
の
シ
ェ
ア
ー
が
高
く
苦
戦
し
て

い
る
が
、
金
原
秀
樹
葬
祭
部
長
（
前
理

事
長
・
現
理
事
）
を
中
心
に
、
来
店
者

や
関
係
先
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す

る
な
ど
地
道
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
組
合
員
が

手
分
け
し
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
努
力
が
徐
々
に
実
り
、
平
成
一

九
年
度
実
績
、
組
合
ホ
ー
ル
葬
三
件
、

自
宅
葬
四
件
、
受
注
高
は
五
三
五
万
円
、

二
〇
年
度
実
績
、
組
合
ホ
ー
ル
葬
三
件
、

自
宅
葬
八
件
、
初
盆
等
法
事
一
四
件
、

受
注
高
は
八
九
四
万
円
と
徐
々
に
で
あ

組合活性化情報

活
動
実
績

▲葬儀会場（イベントホール）

▼鈴木事務長

▼後藤理事長（左）と金原葬祭部長

平成２１年８月２６日（水） １５：００～１８：３０

静岡グランドホテル中島屋

（静岡市葵区紺屋町３－１０）

q講演会（１５：００～１６：５０）

テーマ：“ばか者”が、うねりを起こす。

講　師：農林水産省大臣官房政策課

企画官　木村俊昭 氏

w交流会（１７：００～１８：３０）

８，０００円（講演会のみは１，５００円）

静岡県中小企業団体中央会

静岡県中小企業団体職員協会

中央会連携組織課　TEL０５４－２５４－１５１１

平成２１年度組合事務局代表者会議のご案内

日　時

会　場

内　容

参加費

主　催

共　催

お問合せ
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読者プラザ 

清水青中は、全国の青年中央会の中でも珍しい、
特殊な旧清水市という単体で活動をしております。
限られた“清水”という地域の中での活動ですか
ら、組合青年部・個人レベルで、より深く互いを
知り合いたいと思っています。
会では、団体中央会や各組合・個人から発せら

れる情報を中心に、二つの委員会を組織。会員一
人一人が参加することで、勉強、理解し、各個人
や各組合に持ち帰り、他団体青年部とのより深い
交流の梯になればと思っています。
各組合から“出向”という限られた機会ですの

で、ただ毎月の役員会や委員会に参加するだけで
終わらせてしまうので無く、これらへの参加を通
じ、時間の共有・情報の交換など、より濃く・深
い活動を目指し、実行していきます。
身近にあるのに気付かなかった“仲間という宝”
を探すこと、発見すること、そしてその“宝”を
活かすことで、次へのステップ・チャンスへ繋げ
ていこうと思います。

｢仲間という宝｣

静岡県清水青年中央会

会長片平昌史

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673

東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511 FAX／055-963-8307

西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195 FAX／053-453-2198
●中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
8月号（通巻669号）

新設組合紹介 

10年ほど前から、新たなワークスタイルとして

注目を浴びる小規模事業者や個人事業者、在宅ワ

ーカーなどのSOHO事業者。そのSOHO事業者に

対する業務スペースの提供などの支援の場として、

平成12年にオープンしたのがSOHOみしまであ

る。8年にわたり県東部地域におけるベンチャー

育成を担う中核施設としての役割を果たしてきた

が、運営母体が解散。それを引き継ぐ形で「SOHO

みしま」時代から施設運営に携ってきた者らが立

ち上げたのが当組合である。

組合では、賃貸オフィスや共有スペースの運営、

事務などの代行、研修会や交流会などの開催、情

報提供など、従来にも増した幅広い事業を展開。

SOHO事業者等に対する経営の安定と事業の拡

大を支援するとともに、産学官の連携推進や創業

の促進、新産業の創出などを通じ、地域社会の活

性化にも寄与していく考えだ。

SOHO支援と
地域経済の活性化を
企業組合ビジネスコラボ

三島市

川口廣次理事長

戦中派、昭和ヒトケタ、焼け跡世代、しらけ

世代、新人類、バブル世代、団塊ジュニア．．．。

戦後に限っても多くの「世代」（生年や成長期

がほぼ同じで考え方や生活様式の共通する集団）

が現れているが、「団塊の世代」ほど、“マーケ

ット”として注目される世代はないだろう。

その数は、日本の人口ピラミッドで一目瞭然。

真ん中より少し上の、突出した部分がそうだ。

だが、注目を浴びるのは、数の多さだけではな

い。60歳を超え、「アクティブシニア」と呼ば

れる従来にはない、新たなシニア層を形づくっ

ていることも理由のひとつ。

独自の価値観やこだわりをもち、社会に様々

な影響を与えてきた「団塊世代」。商品やサービ

スの消費者という受身の姿勢だけではなく、自

ら主体となって社会に働きかけていくことで、

新たなビジネスの担い手としての期待もかかる。

詳しくは本文を。 （住川）
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